
あ
な
た
は

あ
な
た
は 

バ
ス
に
乗
り
ま
す
か
？

バ
ス
に
乗
り
ま
す
か
？ 

あ
な
た
は 

バ
ス
に
乗
り
ま
す
か
？ 

私
た
ち
の
足
と
し
て
利
用
さ
れ

て
き
た
路
線
バ
ス
。

市
民
の
生
活
の
中
で
、
路
線
バ

ス
は
公
共
交
通
の
一
つ
と
し
て
、

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。し

か
し
今
、
利
用
者
数
が
大
幅

に
減
っ
て
い
る
な
ど
、
路
線
バ
ス

は
大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
路
線
バ
ス
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

（ 2 ）

特 集 

特 集 



（ 3 ）

富
士
市
は
自
動
車
が
と
て
も
多
い
街 

自
動
車
を
持
つ
人
は
年
々
ふ
え
て
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
市
民

の
約
七
割
の
人
が
、
通
勤
・
通
学
に
自
動
車

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
路
線
バ
ス
や
電
車
な

ど
、
公
共
交
通
の
利
用
率
は
一
割
に
も
満
た

な
く
、
富
士
市
は
自
動
車
へ
の
依
存
度
が
非

常
に
高
い
街
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
一
世
帯
当
た
り
の
自
動
車
保
有
台

数
は
、
県
内
で
一
番
高
く
二
・
二
九
台
。
昭

和
四
十
五
年
ご
ろ
は
一
世
帯
に
一
台
程
度
で

し
た
が
、
今
で
は
一
人
一
台
と
い
う
時
代
に

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

自
動
車
は
、
自
分
た
ち
の
行
き
た
い
場
所

へ
好
き
な
時
間
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
自
由

で
便
利
な
交
通
手
段
。
自
動
車
の
便
利
さ
を

覚
え
た
私
た
ち
は
、
路
線
バ
ス
を
見
つ
め
直

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

富
士
市
は
一
世
帯
当
た
り
の
自
動
車

保
有
率
が
県
内
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

自動車自動車 

7070％ 

バイク・自転車バイク・自転車 
1414％ 

自動車 

70％ 

バイク・自転車 
14％ 

公共交通公共交通 
8％ 

公共交通 
8％ 

徒歩徒歩 
8％ 
徒歩 
8％ 

富士市民の通勤・通学の利用交通手段

「平成12年国勢調査」から

以前は利用以前は利用 
していたがていたが 
現在は利用現在は利用 
しないしない 
　　　　　　46.246.2％ 

頻繁に頻繁に 
　利用する　利用する 
　　　　 2.2 2.2％ 

たまに利用するたまに利用する 
28.628.6％ 

一度も利用し一度も利用し 
たことがないたことがない 
23.123.1％ 

以前は利用 
していたが 
現在は利用 
しない 
　　　46.2％ 

頻繁に 
　利用する 
　　 2.2％ 

たまに利用する 
28.6％ 

一度も利用し 
たことがない 
23.1％ 

あなたは路線バスを利用しま
すか

自分は困らないけど自分は困らないけど 
困る人はいると思う困る人はいると思う 

75.875.8％ 

全く困らない全く困らない 
1.11.1％ 特に何も 

　　思わない 
　 1.1％ 非常に困る非常に困る 

22.022.0％ 

自分は困らないけど 
困る人はいると思う 

75.8％ 

全く困らない 
1.1％ 

特に何も特に何も 
　思わない　思わない 
　 1.1 1.1％ 

特に何も 
　思わない 
　 1.1％ 

非常に困る 
22.0％ 

富士市内から路線バスがなくな
ったらどうしますか

今も路線バスを 
利用しており、 
今後も路線バス 
を利用したい  
　5.6％ これからも路線バスを 

あまり利用しないが、 
万が一（自動車がない 
とき・高齢になったと 
き）のために路線バス 
は運行していてほしい 
60.4％ 

バスは利用しないバスは利用しない 5.5 5.5％ やむを得ず、路線バスを 
　利用しているが将来は 
　　　ほかの交通手段を 
　　　利用したい　1.1％ 

これからも路線バスを 
あまり利用しないが、 
万が一（自動車がない 
とき・高齢になったと 
き）のために路線バス 
は運行していてほしい 
60.4％ 

今も路線バスを 
利用しており、 
今後も路線バス 
を利用したい  
　5.5％ 

バスは利用しない 5.5％ 

不満な点が 
改善されれば、 
もっと利用 
したい 
   26.4％ 

不満な点が 
改善されれば、 
もっと利用 
したい 
   26.4％ 

やむを得ず、路線バスを 
　利用しているが将来は 
　　　ほかの交通手段を 
　　　利用したい　1.1％ 

やむを得ず、路線バスを 
　利用しているが将来は 
　　　ほかの交通手段を 
　　　利用したい　1.1％ 

わからない　1.1％ わからない　1.1％ 

路線バスに対する考え方を教えてください

◆
人
が
ほ
と
ん
ど
乗
っ
て
い
な
い
バ
ス

を
見
か
け
る
と
、
も
っ
た
い
な
い
と

思
い
ま
す
。

（
三
十
四
歳
・
女
）

◆
路
線
バ
ス
問
題
は
大
変
難
し
い
問
題

で
す
が
、
公
共
の
福
祉
と
い
う
面
か

ら
考
え
れ
ば
、
市
の
財
源
を
投
入
し

て
も
存
続
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

（
六
十
三
歳
・
男
）

◆
富
士
市
に
こ
れ
だ
け
の
人
口
が
あ
り

な
が
ら
、
バ
ス
利
用
者
が
減
っ
て
い

る
の
は
人
の
流
れ
が
変
化
し
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
バ
ス
会
社
は
、

他
県
や
外
国
の
事
例
を
学
び
、
努
力

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
三
十
六
歳
・
男
）

◆
都
会
で
は
、
バ
ス
の
利
用
者
は
、
か

な
り
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
自
家

用
車
の
維
持
費
、
健
康
、
環
境
な
ど

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
は
、
バ
ス
利
用
の
促
進
に
つ
い

て
行
政
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

（
五
十
三
歳
・
男
）

◆
子
ど
も
の
こ
ろ
、
バ
ス
は
あ
こ
が
れ

で
し
た
。
で
も
、
今
は
バ
ス
を
利
用

し
て
い
ま
せ
ん
。
地
域
の
状
況
に
合

わ
せ
た
運
行
を
行
え
ば
、
利
用
者
は

も
っ
と
ふ
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

（
三
十
九
歳
・
女
）

自動車の方が便利で快自動車の方が便利で快 
適だから適だから 

運行便数が少ないから運行便数が少ないから 

行きたい場所に直接行行きたい場所に直接行 
けないからけないから 

バス停までが遠いからバス停までが遠いから 

バス停と駅が遠いなどバス停と駅が遠いなど 
乗り継ぎが悪いから乗り継ぎが悪いから 

そ　　そ　　 　の　　　　の　　　 他 

バイク・自転車の方がバイク・自転車の方が 
便利で快適だから便利で快適だから 

バス料金が高いかバス料金が高いから 

自動車の方が便利で快 
適だから 

運行便数が少ないから 

行きたい場所に直接行 
けないから 

バス停までが遠いから 

バス停と駅が遠いなど 
乗り継ぎが悪いから 

そ　　 　の　　　 他 

バイク・自転車の方が 
便利で快適だから 

バス料金が高いから 

45.145.1％ 

23.123.1％ 

19.819.8％ 

9.99.9％ 

8.88.8％ 

8.8.8％ 

7.7.7％ 

5.5.5％ 

45.1％ 

23.1％ 

19.8％ 

9.9％ 

8.8％ 

8.8％ 

7.7％ 

5.5％ 

あなたが路線バスを利用しない理
由は何ですか（複数回答可）

Q

Q Q

Q

市
政
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

市
で
は
、
市
民
の
声
を
聞
く
た
め
に
、
市

政
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
市
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い

た
だ
け
る
人
を
百
人
募
集
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
聞
き
、
九

十
一
人
に
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自由意見

※
小
数
点
以
下
二
け
た
繰
り
上
げ



私
は
、
十
六
年
前
に
高
山
（
青
葉
台
地
区
）

に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
以
前
は
津
田
に

住
ん
で
い
た
の
で
、
生
活
範
囲
は
徒
歩
や
自

転
車
で
移
動
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は

坂
の
多
い
土
地
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
徒
歩

や
自
転
車
は
大
変
で
す
。
自
動
車
運
転
免
許

を
持
っ
て
い
な
い
私
は
、
買
い
物
や
通
院
な

ど
外
出
す
る
と
き
は
、
移
動
手
段
を
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
ど
こ
か
へ
行
く
と
き
は
夫
や
友
人
、

近
所
の
人
な
ど
、
自
動
車
を
運
転
す
る
人
に

乗
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も
手
段
が

な
い
と
き
に
は
、
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
近
所
を
通
る
路
線
は
運
行
本

数
が
少
な
か
っ
た
り
、
目
的
地
に
着
く
ま
で

時
間
が
か
か
っ
た
り
す
る
の
で
、
利
用
す
る

の
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

自動車運転免許を持たない
鈴木　雅子 さん（大淵）

私
の
主
な
交
通
手
段
は
自
動
車
で
す
。
勤

め
始
め
た
こ
ろ
は
、
通
勤
に
電
車
や
バ
ス
を

利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
所
要
時
間
が
か
か

っ
て
し
ま
っ
た
り
、
何
か
用
事
が
あ
る
と
き

自
由
に
移
動
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
か

ら
、
自
動
車
で
通
勤
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。町

中
に
住
ん
で
い
る
た
め
、
バ
ス
停
も
近

く
、
バ
ス
の
運
行
本
数
も
多
い
の
で
す
が
、

目
的
地
ま
で
ど
の
よ
う
な
路
線
で
行
け
ば
い

い
か
、
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
か
か
る
の
か

な
ど
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
バ
ス
の
利
用
は

敬
遠
し
て
し
ま
い
ま
す
。

高
校
生
の
と
き
に
は
通
学
な
ど
で
バ
ス
を

利
用
す
る
毎
日
で
し
た
が
、
今
で
は
自
動
車

の
な
い
生
活
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

（ 4 ）

路線バスを利用しない理由 

市民は、あまり路線バスを利用していないようです。
そこで、路線バスを日ごろ利用していない人に、話を
聞いてみました。

自動車を運転できる人が頼りです

やはり、自動車は便利ですね 自動車通勤をする

伊藤　由季子 さん（本町）



富士急静岡バス
代表取締役社長

早川　
よしひこ

さん

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000
乗降人数 路線数 

15年 10年 5年 平成元年 60年 昭和56年 
0

40

80

120

160

25,99125,991

22,15322,153

18,94418,944
16,16716,167

11,52011,520

6,9526,952

25,991

22,153

18,944
16,167

11,520

6,952

156

129
112

124 127

61

乗降人数（人） 
路線数（本） 

富士市の路線バスの一日平均乗降人数と路線数

（ 5 ）

路
線
バ
ス
の
理
想
は
、
利
用
者
を
バ
ス
停

で
待
た
せ
な
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
市
内

を
走
る
路
線
バ
ス
は
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ

り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
一
企
業
で
あ
る
た
め
、
採
算
が

合
う
よ
う
に
運
営
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
一
運
行
に
利
用
者
が
一
人
二
人
で

は
そ
の
路
線
は
赤
字
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

現
在
、
富
士
駅
と
吉
原
中
央
駅
を
結
ぶ
路
線

な
ど
、
利
用
者
が
多
く
黒
字
を
出
し
て
い
る

路
線
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
路
線
は

赤
字
で
す
。

悲
し
い
こ
と
で
す
が
、
現
状
で
は
外
出
す

る
と
き
の
交
通
手
段
と
し
て
、
路
線
バ
ス
を

考
え
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
皆
さ
ん
が
交
通
手
段
の
一
つ
と
し
て
、

選
択
肢
に
路
線
バ
ス
を
挙
げ
る
よ
う
に
な
り
、

富
士
市
を
静
岡
市
や
浜
松
市
の
よ
う
に
路
線

バ
ス
が
活
発
に
走
る
街
に
し
た
い
で
す
ね
。

そ
の
た
め
に
、
利
用
者
の
声
を
参
考
に
路

線
や
時
間
を
変
更
す
る
な
ど
、
い
か
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
か
を
日
々
検
討
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
動
車
と
い
う
便
利
な
交
通
手

段
が
発
達
し
た
今
、
私
た
ち
バ
ス
事
業
者
だ

け
で
は
路
線
バ
ス
を
守
る
こ
と
は
不
可
能
で

す
。
少
し
で
も
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
人
が

い
れ
ば
、
路
線
バ
ス
が
な
く
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
は
行
政
や
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
路
線
バ
ス
を
守
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

路
線
バ
ス
利
用
者
は
減
っ
て
い
る 

路
線
バ
ス
の
利
用
者
は
、
昭
和
四
十
三
年

を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
平
成

十
五
年
の
一
日
平
均
乗
降
人
数
は
約
七
千
人

で
、
路
線
数
は
六
十
一
路
線
。
十
年
前
と
比

べ
る
と
、
乗
降
人
数
は
約
四
割
、
路
線
数
は

約
半
数
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
は
十
年
前
の
約
四
割

特 集 

特 集 

平
成
十
二
年
五
月
、
道
路
運
送
法
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
路
線
の

廃
止
や
変
更
の
手
続
が
変
わ
り
、
事
業
者
は

採
算
の
合
わ
な
い
路
線
を
比
較
的
自
由
に
廃

止
で
き
、
ま
た
事
業
者
の
資
格
が
あ
れ
ば
、

新
規
参
入
が
自
由
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
改
正
に
伴
い
、
市
内
の
バ
ス
会

社
で
あ
る
富
士
急
静
岡
バ
ス
は
、
廃
止
な
ど

の
路
線
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
市
民
の
足
と
し

て
バ
ス
路
線
を
維
持
す
る
た
め
、
富
士
急
静

岡
バ
ス
か
ら
運
行
支
援
を
求
め
る
申
し
入
れ

を
受
け
、
十
四
の
赤
字
路
線
に
補
助
金
を
交

付
し
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
で
支
援
し
て
は
い
る
も
の
の
、
利
用
者

が
減
る
と
、
バ
ス
会
社
は
路
線
や
運
行
本
数

を
減
ら
し
、
路
線
バ
ス
が
不
便
に
な
り
、
ま

す
ま
す
利
用
者
が
減
る
と
い
う
、
悪
循
環
が

生
じ
て
き
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
路
線
バ
ス
が
消
え
る
？

静
岡
や
浜
松
の
よ
う
に

路
線
バ
ス
が

活
発
に
走
る
街
に
し
た
い

「富士市統計書」から



（ 6 ）

バス通学をしている
内山　友香理さん（本市場）
バス通学をしている
内山　友香理さん（本市場）
バス通学をしている
内山　友香理さん（本市場）
バス通学をしている
内山　友香理さん（本市場）
バス通学をしている
内山　友香理さん（本市場）
バス通学をしている
内山　友香理さん（本市場）
バス通学をしている
内山　友香理さん（本市場）
バス通学をしている
内山　友香理さん（本市場）
バス通学をしている
内山　友香理さん（本市場）
バス通学をしている
内山　友香理さん（本市場）
バス通学をしている
内山　友香理さん（本市場）
バス通学をしている
内山　友香理さん（本市場）
バス通学をしている
内山　友香理さん（本市場）
バス通学をしている
内山　友香理さん（本市場）
バス通学をしている
内山　友香理さん（本市場）
バス通学をしている
内山　友香理さん（本市場）
バス通学をしている
内山　友香理さん（本市場）

私
は
、
通
学
に
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
で
通
う
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
自

宅
か
ら
高
校
ま
で
遠
い
こ
と
も
あ
り
、
バ
ス

で
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
通
っ
て

い
る
高
校
で
は
、
自
転
車
通
学
の
人
が
多
い

の
で
す
が
、
雨
の
日
な
ど
は
バ
ス
で
学
校
に

来
る
人
が
ふ
え
ま
す
ね
。
親
に
送
り
迎
え
し

て
も
ら
う
人
も
い
ま
す
が
、
両
親
が
働
い
て

い
る
と
難
し
い
で
す
よ
ね
。

バ
ス
に
乗
る
と
、
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
、

ほ
か
の
乗
客
と
話
を
し
、
ふ
だ
ん
話
を
し
な

い
よ
う
な
人
と
ふ
れ
あ
え
ま
す
。
ま
た
、
お

年
寄
り
な
ど
に
席
を
譲
る
と
、
照
れ
く
さ
さ

と
同
時
に
、
温
か
い
気
持
ち
に
も
な
れ
ま
す
。

バ
ス
通
学
で
は
、
ほ
か
で
は
で
き
な
い
よ

う
な
よ
い
経
験
が
で
き
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
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私
の
移
動
手
段
は
バ
ス
で
す
。
主
に
、
買

い
物
や
病
院
に
行
く
と
き
に
利
用
し
て
い
ま

す
。
目
的
地
に
着
く
ま
で
時
間
が
か
か
っ
た

り
、
途
中
で
バ
ス
を
乗
り
か
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
り
し
ま
す
が
、
な
れ
て
し
ま
え

ば
不
便
さ
を
感
じ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
友
人
の

勧
め
で
二
年
ほ
ど
前
か
ら
、
七
十
歳
以
上
が

利
用
で
き
る
シ
ル
バ
ー
パ
ス
と
い
う
定
期
券

を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
定
期
券
は
決
め
ら

れ
た
乗
車
区
間
が
な
く
、
ど
こ
で
も
自
由
に

乗
れ
る
の
で
と
て
も
便
利
で
す
。

自
動
車
を
運
転
で
き
な
い
私
は
、
路
線
バ

ス
の
お
か
げ
で
、
自
分
の
行
き
た
い
と
こ
ろ

に
自
由
に
外
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も

し
路
線
バ
ス
が
な
か
っ
た
ら
、
家
族
に
頼
り

き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
ね
。

街から路線バスがなくなったら 

交
通
弱
者
の
存
在 

子
ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど
、
自
動
車
を
運

転
で
き
な
い
人
が
い
ま
す
。
路
線
バ
ス
の
利

用
者
が
減
少
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
、
路
線

バ
ス
を
頼
り
に
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
が
な
く
な
る
と
、
自
動
車
運
転

免
許
を
持
つ
家
族
に
送
り
迎
え
を
頼
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
自
由
に
外
出
で
き
な
く

な
り
行
動
範
囲
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

年々、利用者数と路線数が減少している路線バス。一体、どこまで減
ってしまうのでしょう。私たちの街から路線バスがなくなってしまった
ら…。皆さんは、どう考えますか。

市
民
の
多
く
が
自
動
車
で
移
動
し
て
い
る

街
、
富
士
市
。
今
は
自
動
車
で
移
動
で
き
る

の
で
、
路
線
バ
ス
な
ど
は
必
要
な
い
と
考
え

て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
自
動
車
を
運
転
で

き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
高
齢
に
な
る
と
、

と
っ
さ
の
判
断
力
な
ど
が
低
下
す
る
た
め
、

い
つ
か
は
自
動
車
運
転
免
許
を
警
察
に
返
す

日
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
自
動
車

を
運
転
で
き
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

人
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど

よ
い
経
験
が
で
き
ま
す

路
線
バ
ス
の
お
か
げ
で

外
出
で
き
ま
す

路
線
バ
ス
を
頼
り
に
し
て
い
る
人
た
ち

い
つ
ま
で
も
自
動
車
を
運
転
で
き
な
い
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衰
退
し
て
し
ま
う
市
街
地 

環
境
に
与
え
る
影
響 

市
で
は
、「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」

を
策
定
す
る
な
ど
、
衰
退
し
て
い
く
街
の
商
店

街
に
活
気
を
取
り
戻
そ
う
と
魅
力
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
衰
退
の
要
因
の
一
つ
に
、
車
社

会
の
進
展
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
駐
車
場
の

完
備
さ
れ
た
大
型
店
が
郊
外
に
進
出
し
た
こ
と

に
よ
り
、
人
の
流
れ
は
街
の
外
側
に
向
か
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

市
内
を
走
る
路
線
バ
ス
は
、
商
店
街
に
近
い

中
心
市
街
地
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す

テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
、
文
明
の
発
達
に

よ
る
生
活
様
式
の
変
化
が
、
地
球
環
境
に
悪

車
社
会
と
地
球
環
境
の
関
係

路
線
バ
ス
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に 

現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
市

民
に
と
っ
て
、
路
線
バ
ス

は
ど
こ
か
遠
い
存
在
の
よ

う
で
す
。

路
線
バ
ス
を
も
っ
と
身

近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と

す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

す
か
。

多
く
の
子
ど
も
は
乗
り
方
を
知
ら
な
い

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
車
社
会
の
発
達
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
動
車
を
運
転
す

る
と
出
る
排
出
ガ
ス
。
そ
の
中
に
は
、
地
球

環
境
や
人
の
健
康
に
害
を
与
え
る
物
質
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

片
道
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
自
動
車
通
勤
を

バ
ス
通
勤
に
す
る
と
、
地
球
温
暖
化
に
影
響

を
及
ぼ
す
温
室
効
果
ガ
ス
を
一
年
間
で
一
人

当
た
り
、
約
一
・
二
ト
ン
も
削
減
で
き
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
街
を
守
る
た
め
に
も
、
車

社
会
に
つ
い
て
、
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
き
が
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

Ｊ
Ｒ
富
士
駅
や
吉
原
中
央
駅
を
中
心
に
、
市

街
地
を
走
っ
て
い
ま
す
。
路
線
バ
ス
利
用
者

が
多
か
っ
た
こ
ろ
は
、
商
店
街
も
人
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
路
線
バ
ス
を
見
直
し
、

魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
は
、

街
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
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路
線
バ
ス
に
乗
っ
た
こ
と
の
な
い
子
ど
も

が
ふ
え
て
い
ま
す
。
大
人
が
バ
ス
に
乗
ら
な

い
た
め
乗
る
機
会
が
な
く
、
路
線
バ
ス
の
乗

り
方
さ
え
も
知
ら
な
い
そ
う
で
す
。
そ
の
子

ど
も
た
ち
が
成
長
し
大
人
に
な
っ
た
と
き
、

路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
こ
の
先
ま
す
ま
す
路
線
バ
ス
利

用
者
は
減
少
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、「
こ
ど
も
交
通
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
と
し
て
、
県
内
で
初
め
て
路
線
バ

ス
な
ど
の
公
共
交
通
に
親
し
み
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

将来に目を向けた 
「こども交通まちづくり計画」 
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中心市街地を走る 
　　　ひまわりバス 

ひ
ま
わ
り
バ
ス
は
、
市
民
の
身
近
な
存
在

と
し
て
バ
ス
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
、
富
士
急
静
岡
バ
ス
が
平
成
十
一
年
か
ら

運
行
を
始
め
ま
し
た
。
ひ
ま
わ
り
バ
ス
は
、

路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
だ
け
で
な
く
、
商
店

街
な
ど
を
通
る
た
め
、
街
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
中
を
循
環
す
る
バ
ス
は
、
ど
こ
ま
で
乗

っ
て
も
百
円
。
路
面
と
バ
ス
と
の
段
差
が
少

な
く
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
優
し
い
バ
ス

で
す
。

現
在
は
、
富
士
駅
を
起
点
に
循
環
し
て
い

ま
す
が
、
こ
と
し
の
十
二
月
か
ら
は
、
吉
原

中
央
駅
を
起
点
と
し
た
コ
ー
ス
の
運
行
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
の
新
コ
ー
ス
は
、
富
士
急
静

岡
バ
ス
や
市
の
意
向
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
も
聞
き
、
よ
り
利
用

し
や
す
く
な
る
よ
う
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
西
部
循
環
バ
ス
に
つ
い
て
も
、
皆

さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
コ
ー
ス
変

更
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
バ
ス
が
走
る
地
域
に
行
く
と
き

は
、
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ひ
ま
わ
り
バ
ス
は
、
市
民
の
身
近
な
存
在

と
し
て
バ
ス
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
、
富
士
急
静
岡
バ
ス
が
平
成
十
一
年
か
ら

運
行
を
始
め
ま
し
た
。
ひ
ま
わ
り
バ
ス
は
、

路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
だ
け
で
な
く
、
商
店

街
な
ど
を
通
る
た
め
、
街
の
活
性
化
に
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な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
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い
ま
す
。

町
中
を
循
環
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る
バ
ス
は
、
ど
こ
ま
で
乗
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て
も
百
円
。
路
面
と
バ
ス
と
の
段
差
が
少

な
く
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
優
し
い
バ
ス

で
す
。

現
在
は
、
富
士
駅
を
起
点
に
循
環
し
て
い

ま
す
が
、
こ
と
し
の
十
二
月
か
ら
は
、
吉
原

中
央
駅
を
起
点
と
し
た
コ
ー
ス
の
運
行
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
の
新
コ
ー
ス
は
、
富
士
急
静

岡
バ
ス
や
市
の
意
向
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
も
聞
き
、
よ
り
利
用

し
や
す
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バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
を

「
動
く
公
共
施
設
」
と

位
置
づ
け
て
い
ま
す

市
民
一
人
一
人
が

年
一
回
乗
る
だ
け
で
も

バ
ス
事
情
は
変
わ
り
ま
す




